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研究成果の概要（和文）：本研究では、まずフランスで生まれた前衛芸術であるキュビスムの芸術家たちの作品
分析をもとに、科学的な知識や機械への関心が新しい身体像を生み出していたことを明らかにした。さらにそれ
がどのようにキュビスム理論における「概念のレアリスム」と関わるのかを分析した。またキュビスムを取り巻
く言説を分析し、二つの世界大戦という政治的な動きの中で「レアリスム」の意味が複層化していく過程を浮き
彫りにした。とりわけ美術における「レアリスム」はナショナリスムと結びつく傾向があり、キュビスムの「概
念のレアリスム」もその中で新しい定義を与えられていたことが判明した。

研究成果の概要（英文）：In this research project, I examined firstly the processus by which Cubist 
artists invented the new representation of human body inspired by the scientific knowledge and the 
vision of machines. Secondly I clarified how this innovative experiment in cubist paintings and 
sculptures was connected with the concept in Cubist theory, "conceptual realism". Finally I analyzed
 how Cubism was regarded in the discourse of art history and art critique from the 1920s to the 50s,
 and how it was related with the concept of realism which took multiple forms in the interwar period
 French culture. I clarified particularly that the cubist notion "conceptual realism" was also 
integrated in the relationship that the discourse on realism took at that time with the 
nationalistic thought.

研究分野：美術史
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の意義は、キュビスムを軸にしながら、新たな芸術が生み出した造形や理論が、歴史やユートピア、人間
といった概念に新しいかたちを提供していたという事実について実証的に示した点にある。ただしこの「新し
さ」には留保が必要である。というのも、とりわけ1930年代から40年代にかけては、その「新しい」ヴィジョン
の意義を確かなものとして示すために、あえて「古い」価値観との関係を持ち出すこともあったからだ。「古
典」や国家的な「伝統」、「人間主義」とキュビスムとの関係が盛んに論じられたのはそのためである。こうし
た研究成果は、今後、前衛の制度化の問題との関連から捉え直す必要があるだろう。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
20 世紀フランスの前衛芸術は、これまでの研究でも指摘されているように、自らの「起源」
の探求の一環として、新たな時代の古典や伝統の定義を試みてきた。非現実的で難解な様式を
特徴とするキュビスムの芸術家は、伝統とのつながりを主張する作品や文章を発表し、自らの
前衛性と歴史的な正当性とを主張している（D. Cottington, Cubism in the Shadow of War, 
1998）。このことは、キュビスムにおけるレアリスムという概念が、現実の単なる模倣という
営為を大きく逸脱し、新たなる現実性の創造という理念として理解されていたことと、密接に
関連づけられている（M.Antliff and P. Lighten, A Cubist Reader, 2008）。第一次世界大戦勃
発後には、こうした精神性を引き継いだ前衛芸術家達が、大戦下の未曾有の惨劇に直面し伝統
の追求を押し進めた結果、後に「秩序への回帰」と一般に呼ばれるような具象的な様式へと戻
る傾向が認められるようになる（J.Clair[ed.], Les Réalismes, 1980; K.-E. Silver, Esprit de 
corps, 1989; E. Cowling[ed.], On Classical Ground,1990; R. Golan, Modernity and Nostalgia, 
1995; G. Boehm, Canto d’Amore, 1996）。しかし、これまでの研究においては、第一次世界
大戦前の前衛芸術における古典主義は、芸術家や美術批評家により書かれたテクストの分析に
より論じられる傾向にあり、作品分析を通した論証はおろそかにされてきた。また第一次世界
大戦前の古典主義が生み出した非現実的イメージと、第一次世界大戦後の「秩序への回帰」に
おける具象的イメージとの様式的な関係性についても、十分に論じられていない。私はこれま
で、とりわけ博士論文の研究を中心に、キュビスムと解剖学との関係について注目した作品分
析を行ってきたので、前衛芸術と科学という観点での切り口から、作品分析および言説分析の
双方において新しい成果が出せるのではないかと考えた。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、キュビスムが科学と結んだ関係の中で、「概念のレアリスム」と呼ばれる考え
が重要な役割を果たすことになっていくことに着目し、1890 年代から 1950 年代のフランス
美術におけるレアリスムの問題に焦点を当てながら、20 世紀前半の前衛美術がどのように同
時代の政治・社会の現実、とりわけふたつの世界大戦をめぐる現実を描写しようとしていたの
かを明らかにすることである。 
 
３．研究の方法 
本研究では、該当する時代の作品・素描・批評記事・書簡・手記などの一次資料調査に基づく
歴史学的な手法を基盤としながら、美術史・科学史的な議論の交差する視座のもと諸仮説を構
築し、これを資料・作品の分析によって確証するという手法を採用した。また、フランス前衛
美術がイギリスの美術界の動向に対し有していた影響関係を視野に入れることで、美術批評を
通した英仏間の 20 世紀におけるナショナル・アイデンティティー形成の比較研究を試みた。 
 
４．研究成果 
本研究では、まずフランスで生まれた前衛芸術であるキュビスムの芸術家たちの作品分析をも
とに、科学的な知識や機械への関心が新しい身体像を生み出していたことを明らかにした。一
年目は、キュビスムの彫刻家 R.Duchamp-Villon が科学的な知識を用いながらどのように有機的
な統一体としての新たな身体像を模索していたのかを明らかにした。また 1年目の後半以降は、
第一次世界大戦とキュビスムの問題を分析した。なかでも人間の肉体と土とが混ざり合う情景
が、キュビスムの画家たちやその影響を色濃く受けた芸術家において、幾何学的な言語で表現
され、それがやがては機械化された肉体表現へと繋がっていくことに着目した。こうした傾向
を戦前のキュビスムと比べてみた場合に、前者においては対象を幾何学化しながら自然や都市
と人間とが融和する情景を描く傾向があったのに対し、後者の場合には外部世界に脅かされる
人間像が登場する点に問題意識の違いが認められる。第一次世界大戦を契機に認められるよう
になるそうした動向が、やがてはダダやシュルレアリスムの「現実性」に対する新たな態度を
導き出すことを仮説として提示した。こうした成果をふまえたうえで、1年目 11月に国際シン
ポジウム「20世紀戦争のイメージ キュビスムからシュルレアリスムまで」を開催することで、
戦争のイメージに関連する問題系を、文学・美術史分野の研究者とともに浮き彫りにした。こ
のシンポジウムでは、ニューヨーク市立大学名誉教授 M. Ann-Caws を基調講演者として招聘し
たほか、国内外より計 8人の研究者を迎え、可視性と不可視性、集合性と個別性などについて
論じた。さらにパリ・ロンドンでの調査を通し、戦争文学と美術の関係も新たな課題として浮
上した。また１年目 12月に元ポワチエ大学教授クレール・バルビヨン（現ルーヴル学院総長）
を招聘し、美術史および美術批評の形成と古典主義の関係についてディスカッションする場を
設けた。 
2 年目は、上記のような傾向がどのようにキュビスム理論における「概念のレアリスム」と関
わるのかを分析した。ただしそれは、20世紀の前衛芸術がレアリスムと相容れないとするこれ
までの一般的な見解に反するものであった。そこで、前衛芸術の全体像を描きなおすために、
キュビスム理論の発展を支えた前衛芸術そのものが、どのように定義され、どのように分析さ
れうるのかということを、再考察の対象にする必要が生じた。このためトゥール大学教授ジョ
ヴァンナ・ザッペリ、およびキングストン大学教授デヴィッド・コッティングトンを招聘し、
前衛美術の誕生を社会学的に考察する方法論や、そのフェミニズム的な考察方法についてディ



スカッションした。 
3 年目は、2年目の成果を踏まえ、キュビスムを取り巻く言説を分析し、二つの世界大戦という
政治的な動きの中で「レアリスム」の意味が複層化していく過程を浮き彫りにした。とりわけ
30 年代、40年代のフランスにおいて美術批評の中で語られた「レアリスム」はナショナリスム
と結びつく傾向があり、キュビスムの「概念のレアリスム」もその中で新しい定義を与えられ
ていたことが判明した。大戦間期に複数化するこのようなレアリスムの定義が戦後どのような
道行きを辿るのかを確認する必要から、ニューヨーク市立大学教授ロミー・ゴランおよびコー
トールド美術史研究所教授サラ・ウィルソンを招聘し、政治と芸術の関わりを明らかにするよ
うな研究会の開催を行なった。今後はこうした成果をもとに、戦後のフランス美術とアメリカ
美術との関わりについても考察を広げる予定である。 
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